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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年８月１８日 

件  名 「あだち国際まつり２０２２」の中止について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内  容 

新型コロナウィルス感染症拡大防止を考慮して、次のイベントの中止を

決定したので報告する。 

１ 今回中止するイベント 

「あだち国際まつり ２０２２」 

開催を予定していた日：令和４年１１月３日（木・祝) 

２ 中止とする理由 

アルコールを含む会場内での飲食を目的とする来場者が多いこと、ま

た適切な感染症対策の実施が困難であるため。 

３ 周知方法 

区ホームページ・ＳＮＳ 

４ 中止決定に伴う支出 

発生しない（契約前の中止決定のため） 

今後の方針 
過去の国際まつりの様子を区ホームページ上に掲載し、国際交流事業と

して紹介する。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年８月１８日 

件  名 ウクライナ避難民に対する生活支援の状況について

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内  容 

ウクライナから避難された方々に対する支援の状況について、次のとお

り報告する。 

１ 生活支援一時金の支給状況 

（１）これまでの支給状況

支給日 支給人数 支給額合計 

６月分 １５人 １５０万円 

７月分 １９人 １９０万円 

合計 ３４人 ３４０万円 

（２）予算額について

想定を超えるペースで避難民の転入が続いていることから、現予算額

５００万円では不足する見込みであり、その場合は流用等により対応す

る予定である。 

２ スマートフォンの無償貸出 

  避難民から聞き取った主な困りごとである「電話番号の取得」「イン

ターネット環境への接続」に対する支援策として、ソフトバンク社が行

うスマートフォン無償貸出事業を利用し、避難民へ貸与する。

（１）貸出機器

Google Pixel ５a（USIMカード内蔵） 

（充電器等の標準装備品含む） 

（２）無償で利用可能なサービス

端末の貸出 音声通話  国際通話 

データ通信  ＳМＳ ＡＩ通訳アプリ利用料 

（３）貸出台数

１人あたり１台

（４）貸出期間

ソフトバンク社の申込受付から１年間

今後の方針 
避難民が１日でも早く安定した生活を送れるよう、連絡が可能な方には

区側から支援の案内を続けていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡

令和４年８月１８日

件 名 
男女共同参画週間 記念ふぉーらむ 2022「女性の視点をプラス！みん

なが安心 アダチの防災 2022」開催結果について 

所 管 部 課 名 地域のちから推進部多様性社会推進課 

内 容 

男女共同参画週間 記念ふぉーらむ 2022「女性の視点をプラス！みん

なが安心 アダチの防災 2022」の開催結果を報告する。 

１ 目的 

  男女共同参画週間（6/23～6/29）記念事業として、「男女共同参画週

間 記念ふぉーらむ 2022」を開催し、男女共同参画について普及・啓発

する。

２ 日時 

  令和４年６月２５日（土）１４時から１６時 

３ 場所 

エル・ソフィア ４階ホール

  （梅田七丁目３３番１号） 

４ 内容 

講演

第一部

テーマ：足立区における水害対策

講師 物江 耕一朗　災害対策課長

第二部

テーマ：女性視点の防災対策

  講師 五十嵐 ゆかり氏（聖路加国際大学大学院教授）

５ 参加人数 

  ７７名（会場６４名 YouTube配信１３名）

６ 主催 

  足立区、足立区女性団体連合会

問 題 点 

今 後 の 方 針 

引き続き、チラシ配布や区ホームページへの掲載等に加え、ＳＮＳの 

活用により、事業内容を広く周知し、男女共同参画社会の意識啓発の向

上を図っていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年８月１８日 

件 名 足立区ギャラクシティ指定管理者選定審査会の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

足立区ギャラクシティ指定管理者選定審査会の開催について、次の

とおり報告する。 

１ 概要 

ギャラクシティの指定管理期間が令和５年３月３１日（金）に終

了することに伴い、選定審査会を開催する。 

令和７年度から大規模改修に伴う休館予定のため、公募によらず

現指定管理者を再び２年間指定することについて審査する。 

２ 指定管理期間 

令和５年４月１日（土）から令和７年３月３１日（月）まで 

３ 審査会開催日 

令和４年８月３１日（水） 

４ 審査会会場 

  ギャラクシティ 

５ 選定審査会委員の構成 

  学識経験者 ２名、区民 ２名、区職員 ２名  合計 ６名 

６ 現指定管理者 

  みらい創造堂 代表団体 ヤオキン商事株式会社 

代表者 代表取締役 伊藤 治光 

住所 東京都足立区足立４－２８－１０ 

今後の方針 選定審査を実施後、議会の議決を経て指定管理者を指定する。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

  令和４年８月１８日 

件  名 足立区と独立行政法人日本芸術文化振興会の連携協力協定締結について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内  容 

国立劇場建て替えに伴い、足立区と独立行政法人日本芸術文化振興会

（以下、日本芸術文化振興会という）との連携協力協定を次のとおり締結

したので報告する。 

１ 経緯 

（１）国立劇場は開場から５５年以上が経ち、施設の老朽化が著しいた

め、令和５年１１月から令和１１年秋ごろまで建替え工事が予定され

ている。 

（２）令和４年１月に日本芸術文化振興会から建替え期間中の文楽公演を

シアター１０１０で実施したいとの打診があった。

２ 協定内容 

（１）区と日本芸術文化振興会の相互の継続的な協力関係を構築する。

（２）日本芸術文化振興会がシアター１０１０を優先的に利用して、文楽

公演を開催し、区は広報に協力する。 

（３）区と日本芸術文化振興会が連携協力し、区民還元事業等を実施する。 

３ 文楽公演開催予定 

令和５年１２月、令和６年５月、令和７年５月 

※ 令和８年度以降は別途協議する。

４ 協定締結式 

（１）日 時 令和４年６月２５日（土）

午前１１時００分から１１時４０分 

（２）場 所 国立劇場大劇場ロビー

（３）出席者 足立区長、日本芸術文化振興会理事長

桐竹勘十郎文楽技芸員 

今後の方針 
令和５年１２月の公演開催に向け、区として公演のＰＲ活動を行うとと

もに、文楽の振興普及に取り組んでいく。 
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別紙１
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年８月１８日 

件  名 区制９０周年特別展「琳派の花園 あだち」の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内  容 

 区制９０周年特別展「琳派の花園 あだち」の開催について、次のとお

り報告する。 

１ 概要 

 区制９０周年にあたり、８０周年から１０年間、足立区文化遺産調査

によって発見を重ね、江戸時代後期から大正時代にかけて花開いた琳派

絵師の系譜について調査研究が深まった。 

これまでも琳派に関する展示を開催してきたが、集大成として未紹介

の作品も含めた琳派の特別展示を行う。 

２ 実施期間 

令和４年１０月９日（日）から１２月１１日（日）まで 

※ 会期中は全館特別展示会場のため、常設展示はしない

３ 会場 

郷土博物館 

４ 足立区における琳派展等の経緯 

平成２３年 「千住の琳派」展 

平成２４年 足立区文化遺産調査開始 

平成２７年 「美と知性の宝庫 足立」展 

平成３０年 「大千住 美の系譜」展 

令和 ２年 「名家のかがやき」展 

今後の方針 

１ ポスター、チラシ、区ホームページやＳＮＳ等で周知に努める。 

２ 音声ガイドを導入することで、より作品の理解を深める。 

３ ホームページによる電子展覧会の開催により、来場できない方にも内

容を周知する。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年８月１８日 

件  名 サニタリーボックスの設置について

所管部課名 
地域のちから推進部生涯学習支援室生涯学習支援課、スポーツ振興課、 

施設営繕部庁舎管理課 

内  容 

尿漏れなどに悩む男性の不便解消と区民サービス向上のため、本庁舎・

総合スポーツセンター及び地域学習センターの男性用トイレに、サニタリー

ボックスを設置したので、次のとおり報告する。 

１ 設置日 

・ 本庁舎、地域学習センター ８月 １日（月）

・ 総合スポーツセンター   ８月１５日（月） 

２ 設置数・場所 

合計４３か所 

・ 本庁舎   ９か所（来庁者が多い１階、２階、１４階等） 

・ 総合スポーツセンター ４か所 (１～３階、外バリアフリートイレ）

・ 地域学習センター ３０か 所 

施設名 共有部 講堂・ホール 図書館 合計 

１ 生涯学習センター ３ １ ２ ６ 

２ 伊興センター １ ― １ ２ 

３ 梅田センター ２ １ ― ３ 

４ 興本センター １ ― ― １ 

５ 江北センター １ ― ― １ 

６ 佐野センター １ ― １ ２ 

７ 鹿浜センター １ ― ― １ 

８ 新田センター ２ ― ― ２ 

９ 竹の塚センター ２ 1 ― ３ 

10 中央本町センター ２ ― １ ３ 

11 東和センター １ ― １ ２ 

12 舎人センター ２ ― ― ２ 

13 花畑センター １ ― ― １ 

14 保塚センター １ ― ― １ 

計 ２１ ３ ６ ３０ 

３ 設置品 

別紙２のとおり。 

今後の方針 サニタリーボックスの利用状況等を見ながら、増設等の検討を行う。
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別紙２ 

サニタリーボックスの設置品

１ 外寸 

200mm×220mm×Ｈ280mm 

２ 重量 

1,035ｇ 

３ 材質 

ステンレス製

（足ふみペダル、蓋つき）

11


